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株式会社 構造ソフト 

 今月のイチオシ 
 

 

拡張情報             Q&A（適判等からの指摘事例） 

「BUILD.一貫 V」（Ver.2.300、2.360）・・・P1  「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P7 

「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」 
 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.300、2.360）、「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」 

・「BUILD.一貫Ⅴ」内で杭基礎の計算を行えるようになりました。 

2018 年 12 月に「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」をリリースしました。「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」は、「BUILD.一貫Ⅴ」のオプ

ションプログラムで、「BUILD.一貫Ⅴ」内で“上部構造と杭基礎の一体モデル”として計算する機能を追加します。これにより、基礎梁がないシステム

建築などの杭基礎工法に対応することができるようになりました。 

また、2019 年 4 月にリリースしたバージョンより、「BUILD.一貫Ⅴ」内で“杭基礎の分離モデル”（以下、分離モデルと表記）※も取り扱えるよう

になりました。これにより、杭頭モーメントを考慮した基礎梁の検討等が容易に行えるようになりました。 

今回は、分離モデルについてご紹介します。 

 分離モデル 一体モデル 

 

 ※ 分離モデルで解析する機能は、「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」に含まれる機能です。  

2019 年 8 月号 
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・計算実行画面の「解析モデル」で「上部構造と杭基礎（分離モデル）」を選択して計算実行します。 

「BUILD.一貫Ⅴ」で物件データを作る時に、上部構造に加えて、杭やフーチングも入力します。 

計算実行画面の「解析モデル」で「上部構造と杭基礎（分離モデル）」を選択して［計算実行］ボタンを押すと一連計算を開始します。 

計算を終了すると、上部構造と杭基礎の計算結果の両方を出力した計算書を表示します。 

 

計算実行 

計算書作成、表示 

1 つの計算書の中に、上部

構造と杭基礎の結果を両方

とも出力します。 

「上部構造と杭基礎（分離モデル）」を選択します。 
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・杭頭モーメントを考慮した基礎梁の検討を行います。 

従来は、「BUILD.GPⅣ」にデータをリンクして基礎梁の検討を別途していただいておりました。この時、基礎梁のデータを「BUILD.GPⅣ」から

「BUILD.一貫Ⅴ」へ戻して再計算したり、「BUILD.一貫Ⅴ」で基礎梁の計算を省略する設定を行う必要がありました。 

「BUILD.一貫・杭一体解析オプション」ではこれを一連で処理できるようにし、さらに分離モデルでは基礎梁の断面計算において杭頭モーメントを考

慮することができ、杭の偏心がある場合や施工時の杭心ずれシミュレーションも検討できます。 

例題を用いて、基礎梁の計算結果を確認してみます。 

 

物件イメージ（３Ｄ） 伏図 

軸組図 

前ページの手順で分離モデルで計算します。 
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計算書の「基礎梁の応力」の「(2)水平荷重による応力」には、上部構造の基礎梁の応力として、「応力図」に出力している値と同じ値を伏図形式

で出力します。 

  

上部構造の応力 

（曲げ・せん断） 

310 

329 

 

 

杭頭曲げモーメントによる基礎梁の応力算定は、基礎梁を二次元弾性梁に置き換え、上部架構と切り離した基礎梁架構のみを三次元マトリック

ス変位法で計算します。 
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計算書の「基礎梁の応力」の(3)杭頭モーメントによる応力」では、杭頭モーメントを基礎梁で負担する際の応力を伏図形式で出力します。 

  

402 

646 

杭頭モーメントによる応力

（曲げ・せん断） 

 

 

 

（上部構造の応力）と（杭頭モーメントによる応力）を加算した応力は、計算書の「基礎梁の応力」の「(4)地震荷重時の合計」に出力します。

ここでは「杭頭モーメントを考慮した応力」と呼びます。 

 

712 

976 

（上部構造の応力） 
     ＋ 

（杭頭モーメントによる応力） 
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「基礎梁の断面計算結果」では、杭頭モーメントを考慮した応力（曲げ、せん断力）を用いて検討を行います。 

 

 

杭頭モーメントを考慮した応力を用いて、

曲げ、せん断の検討を行います。 

杭頭モーメントを考慮した応力（せん断力） 

杭頭モーメントを考慮した応力（曲げ） 

976 
903 

518 
132 

254 
640 712 

 

 

付着の検討においても、杭頭モーメントを考慮した応力を用いて検討を行います。 

 

今回の例題に用いた物件では、杭頭モーメントを考慮した応力は上部構造のみの応力の 3 倍以上になったため、検定比が 0.8 を上回ることが分

かりました。 

 曲げ せん断 

上部構造のみの応力 310 (kNm) 91 (kN) 

杭頭モーメントを考慮した応力 964 (kNm) 386 (kN) 

杭頭モーメントを考慮した応力に

よる部材最大検定比 
0.99 0.85 
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◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：RC 造柱の曲げ耐力式で軸力がマイナスになった場合の扱いを説明するように指摘された 

Ｑ．適合性判定機関より、計算ル－ト 3 の RC 造の物件に関して、柱の曲げ耐力算出において、荷重増分解析の結果で柱軸力がマイナスとなった

場合、曲げ耐力の式の右側（下記の緑の枠内）の柱軸方向力による曲げ耐力“0.5N・g1・D”は、どのような扱いとなるのか説明するように

指摘を受けました。右側をゼロと扱って、鉄筋のみの曲げ耐力となるのでしょうか？どのように説明すればよいか教えて下さい。 

【ユーザーズマニュアル Vol.1（ヘルプ）より抜粋】 

 

 

A．柱軸力がマイナスになった場合でも、そのままマイナス値を使って“0.5N・g1・D”を計算します。従って、鉄筋のみの曲げ耐力ではありません。 

仮に、鉄筋のみの曲げ耐力とした場合は、軸力に関係なく曲げ耐力が一律になります。（M-Nインタラクション図で表すと縦に垂直な線になりま

す。）マイナスの軸力を考慮することで下図の赤枠のように、引張軸力が大きくなるにつれて、曲げ耐力も小さくなるのが分かります。 

 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 145 件以上、通常の Q&A を 3300 件以上掲載しています

ので、ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

